人間行動基礎論試験（０６年度冬）＠答えてみたッ
かなり長いです。正直、書いた自分でも実際こいつを答案用紙に書くのはめんどいです。
そしてなにより、「合っているかどうか」は保証できませんのであしからず。
問題で指定された用語は赤字で書いてあります。文中にカッコが多いのは仕様です。

ちなみにシケタイは4番みたいな問題が大の苦手です。誰かボスケテ。

１．知覚のシステムの特徴と、人がどのように奥行き視覚を行っているかについて、下記の用語を用いて説明しなさい。（～30点）
　　　　　　　＜順応、残効、恒常性、生理的手がかり、絵画的手がかり、運動視差＞

Ａ．人の知覚の特徴として、「変化に対しては敏感になり、変化の無いものに対しては鈍感になる」ということが挙げられる。例えば、我々はエアコンや換気扇などが発する音が（普通の聴力でも捉えられる程度の大きさであるのに）「聞こえていない」。これは「順応」と呼ばれる現象のひとつである。また、滝をしばらくじっと見た後に周りの景色に目を移すと、少しのあいだ景色が「上にのぼっていく」ように見えることがある。これは「残効」と呼ばれる現象のひとつであり、いったん滝の水の「下へ落ちる」動きに順応してしまったために、元の「静止した」状態に順応するまでの間は周りの静止した世界は相対的に「上へのぼっていく」ように見えるのだ。
また「知覚の恒常性」という現象がある。周囲のものを、特にその形や大きさを、一定のものとして捉える傾向である。例えば、テレビの中の人物の像が大きくなっても（物理的な距離が変わらないにも関わらず）「人物が大きくなった」とは感じず、「人物が近づいてきた」と感じる。この現象は人の知覚の「外界の刺激と過去に知覚した情報とを統合しながら周囲の状況を判断している」と特徴をも示している。
人は奥行き視覚を行うとき、網膜上の二次元の像を三次元の世界に再構成することになる。その際使われるのが「生理的手がかり」と「絵画的手がかり」、そして「運動視差」である。
生理的手がかりは目の機能によって対象との距離を知る手がかりであり、網膜上に像を結ぶ時の水晶体の厚さや、両目の網膜上の像のズレ（両眼視差）などがある。
絵画的手がかりとは見え方によって対象との距離を知る手がかりであり、相対的な大きさ（遠くにあるほど小さく見える）や他の物体との重なりなどがある。
運動視差とは視線や視点を動かしたときに対象が視界内で位置を変える大きさから対象との距離を測る方法である。位置を大きく変えたときほど近くにあるというわけだ。
２．奥行き知覚の仕組みにより説明できる可能性のある錯視の例をあげ、その錯視を奥行き知覚の観点から、以下の用語を使って説明しなさい。（～20点）
　　　　　　　＜月の錯視、ポンゾの錯視、ポッゲンドルフの錯視、遮蔽＞

Ａ．「月の錯視」とは地平線近くにある月のほうが空高くに浮かんでいる月よりも大きく感じられる現象である。これは地平線近くの月と地平線上のもの（建物・山・木々など）との距離の違いが強調され、「網膜上では同じ大きさ」でありながら上空の月よりも遠くにあるように見えるためである。
「ポンゾの錯視」とは逆Ｖの字に並んだ直線の間に書かれた二本の同じ長さの平行線が違った長さに（上の線のほうが長く）感じられる現象である。これも逆Ｖの字を「前方へのびていく道」のようなものと捉えてしまい、上の線は「網膜上では同じ大きさ」でありながら下の線より遠くにあるように（そのように描かれているように）見えるためである。
「ポッゲンドルフの錯視」とは長方形で中央付近を隠されたななめの直線が、ずれているように見える現象である。
（シケタイ注：ここで小一時間考えてみましたが・・・orz）
３．４枚カード問題（の標準問題）でなぜ正答率が上がらないのか、また、ある種の４枚カード問題ではなぜ正答率が上がるのかを下記の用語を用いて説明しなさい。（～30点）
　　　　　　　＜警察官問題、経験説、社会契約説、視点入れ替え問題、主題効果、手術問題＞
Ａ．４枚カード問題とはある仮説（「Ｐの裏はＱ」）が正しいか否かを調べるためにめくるカードを４枚（「Ｐ」「非Ｐ」「Ｑ」「非Ｑ」）の中から２枚選ぶ問題であり、正解は「Ｐ」と「非Ｑ」であるが、標準問題において多くの人は「Ｐ」と「Ｑ」を選ぶ。仮説を反証する（「非Ｑ」を選んでその裏が「非Ｑ」であることを確認する）よりも仮説を補強する（「Ｑ」を選んでその裏が「Ｐ」であることを確認する）ほうを選ぶわけである。しかし規則（「20歳未満は飲酒禁止」など）が守られているかどうかを確かめる「警察官問題」では正答率が上がる。
これについては「経験説」による説明（「知っている状況だから正しい答えを選べたのだ」という考え）もあるが、標準問題をそのまま身近な形に置き換えた「文脈問題」では正答率が上がらないことから、この考えは当てはまらないとされる。
こういった結果については進化心理学的な観点から、「社会契約説」的な理由づけがなされることもある。すなわち、「人間はコストを支払わずに利益を得ている『裏切り者』を見つけ出すことに秀でている」という考えである。
ただし、立場の異なる二者の視点から同一の規則が守られているかを確かめる「視点入れ替え問題」においては、視点によって正答率が大きく異なる。これは自分の立場から見た「裏切り者」を探そうとするメカニズムによるものだと考えられている。

また、「手術をするさいには必ず手袋をはめなければならない」という規則が守られているかどうか確かめる「手術問題」においても正答率は上がるが、「手袋をはめる」という行為はコストではない（むしろ医者にとっても利益である）と考えられるため、これは「手術」という主題効果によるものだと考えられている。

４．誤りを生み出す心のメカニズムを適応の観点からアプローチすることの意義について、具体的な例を挙げながら、あなたの考えを述べなさい。（～20点）
Ａ．人間が適応の上で身につけてきたことというのは遺伝子レベルでの問題であり、本人にはどうすることもできない、しかたのないことである。異性が自分に対して好意を持っていると勘違いして失態をおかすのも、ゲーム・ショーでドアを選びなおさなかったばっかりにヤギを引き当ててしまうのも、すべて人間が適応の上で身につけたものの結果であると知っていれば気が楽である。精神衛生上よろしいことである。したがって、誤りを適応という観点から解き明かすことは適応上有利なことである。
